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議
員

連
雀
通
り
商
店
街
は
、
歴
史
の

あ
る
商
店
街
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
近

で
は
休
業
や
廃
業
す
る
店
が
増
え
、
シ

ャ
ッ
タ
U
通
り
化
が
進
ん
で
い
る
。
ま

た
、
連
雀
通
り
は
道
幅
が
狭
い
が
、
交

通
量
は
多
い
。
歩
道
も
極
端
に
狭
く
、

高
齢
者
が
買
い
物
に
出
る
に
は
相
当
の

覚
悟
が
必
要
だ
。
こ
う
し
た
状
況
を
何

と
か
し
よ
う
と
、
連
雀
通
り
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
が
、
先
日
発
足
し
た
。
①
市

内
に
は
、
他
に
も
同
様
な
状
況
の
商
店

街
が
あ
る
の
で
は
と
思
う
。
地
元
商
店

街
を
全
市
的
に
盛
り
上
げ
て
い
く
風
土

づ
く
り
を
、
も
っ
と
行
政
は
後
押
し
す

べ
き
だ
②
連
雀
通
り
の
都
市
計
画
は
、

地
元
で
は
既
に
「
お
蔵
入
り
」
と
理
解

さ
れ
て
い
る
。
市
の
考
え
を
問
う
③
連

議
員

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

①
三
鷹
台
駅
前
通
り
は
、
立
教
女
学
院

か
ら
牟
礼
の
里
ま
で
の
歩
道
整
備
が
緊

急
の
課
題
だ
。
バ
リ
ア
フ
リ
U
に
配
慮

す
る
な
ど
、
三
鷹
台
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
か
ら
の
提
言
を
踏
ま
え
、
歩
道
の
整

備
に
努
め
よ
②
自
転
車
へ
の
総
合
的
な

取
組
み
も
必
要
だ
。
J
三
鷹
駅
前
か
ら

さ
く
ら
通
り
交
差
点
ま
で
の
中
央
通
り

り
入
れ
抑
制
は
、
放
置
自
転
車
減
少
に

向
け
た
一
手
法
に
な
る
。
総
合
的
な
放

置
自
転
車
対
策
の
中
で
検
討
し
た
い
。

都
市
整
備
部
長

②
K
順
次
、
高
照
度

の
灯
具
に
交
換
し
て
い
る
L
総
合
的
な

交
通
計
画
の
中
で
検
討
し
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
東
京
女
子
大
牟
礼

キ
ャ
ン
パ
ス
の
活
用
に
つ
い
て

に
つ
い
て
、
自
転
車
の
乗
り
入
れ
抑
制

な
ど
検
討
で
き
な
い
か
K
幹
線
道
路
以

外
で
は
街
灯
照
度
が
低
く
、
歩
行
者
を

確
認
し
に
く
い
所
が
あ
る
。
照
度
を
高

く
せ
よ
L
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

や
駐
輪
場
の
整
備
な
ど
、
駐
輪
対
策
に

関
す
る
総
合
的
な
計
画
を
作
成
せ
よ
。

市
長

①
協
議
会
の
提
案
を
尊
重
し
て

取
り
組
み
た
い
②
J
一
定
の
自
転
車
乗

議
員

①
「
地
域
子
ど
も
教
室
」
が
三

鷹
で
も
始
ま
っ
た
。
各
小
学
校
を
子
ど

も
の
居
場
所
と
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

力
に
よ
る
児
童
館
的
な
機
能
が
発
揮
さ

れ
て
く
る
。
市
は
、
他
の
施
設
や
事
業

と
の
連
携
な
ど
、
積
極
的
に
対
応
し
、

十
分
な
予
算
づ
け
も
行
う
べ
き
だ
②
む

ら
さ
き
子
ど
も
ひ
ろ
ば
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
、
第

六
小
の
ア
ス
ベ
ス
ト
と
、
連
続
し
て
事

と
も
連
携
し
、活
動
を
推
進
し
た
い
。コ

U
デ
ィ
ネ
U
タ
U
の
予
算
も
考
え
る
。

教
育
部
長

③
J
費
用
対
効
果
を
考
え

導
入
の
方
向
で
の
検
討
を
行
い
た
い
。

生
活
環
境
部
調
整
担
当
部
長

③
K
導

入
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
祝
賀
行
事
の
あ
り

方
／
夏
期
に
お
け
る
職
員
の
服
装

故
が
起
き
た
。
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

決
意
を
示
せ
③
総
合
体
育
館
プ
U
ル
で

カ
ル
キ
を
使
わ
な
い
殺
菌
シ
ス
テ
ム
が

導
入
さ
れ
た
。
ア
ト
ピ
U
性
皮
膚
炎
の

子
ど
も
は
増
え
て
い
る
。
J
学
校
K
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
U
―
―
プ
U
ル

へ
の
導
入
に
つ
い
て
考
え
を
示
せ
。

市
長

②
再
発
の
防
止
に
努
め
た
い
。

教
育
長

①
児
童
館
、
学
童
保
育
所
等

市
長

①
地
域
の
特
性
や
商
店
会
の
事

情
に
合
わ
せ
た
、
き
め
細
か
な
取
組
み

を
す
べ
く
、
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い

②
事
業
化
を
東
京
都
に
強
く
要
請
し
て

い
き
た
い
③
安
全
・
安
心
で
バ
リ
ア
フ

リ
U
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
本
市
で

は
、
重
要
な
施
策
の
柱
で
あ
る
。
今
後

も
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

多数の電線が空を横切る連雀通り

雀
通
り
で
は
、
電
線
が
20
本
以
上
も
空

を
横
切
っ
て
い
る
。
と
て
も
先
進
国
の

風
景
と
は
言
え
な
い
。
電
線
の
地
中
化

は
、
歴
代
の
市
長
に
よ
っ
て
取
り
組
ま

れ
て
い
く
べ
き
歴
史
的
テ
U

マ
で
あ

る
。
技
術
革
新
は
今
後
も
進
む
。
ぜ
ひ
、

市
長
は
、
こ
の
テ
U
マ
の
第
一
走
者
と

な
っ
て
ほ
し
い
。
見
解
を
伺
う
。
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平成16年第３回定例会での審議結果

三鷹市特別住工共生地区内における建築制限の緩和等に関する条例

中央自動車道高井戸・八王子間の料金撤廃を求める意見書／人身売買
禁止のための法制化を求める意見書／消費者保護法制等の整備及び消
費者行政の充実を求める意見書／地球温暖化対策推進に関する意見書

郵政事業の民営化に関する意見書

自然災害による被災住宅本体への再建支援制度の確立を求める意見書
／民間地域への米軍ヘリコプター墜落事故に関する決議

無年金障がい者の救済を求める意見書／東京都として「少人数学級」
の実施を求める意見書

美浜原子力発電所事故の原因究明と原子力政策の根本的な見直しを求
める意見書

米軍ヘリコプター墜落事故に関する意見書

介護保険の見直しに当たり、だれでもが安心して利用できる制度にす
ることを求める意見書／教育基本法の見直しに反対する意見書

住宅地における墓地造営について／シベリア問題解決のための立法を
求める意見書提出について

採 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ 20 ７議治安・防犯対策の支援・向上を求めることについて

不 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 12 15議

三鷹市立幼稚園の廃止時期の見直しを求めることについて／東京都三
多摩地域廃棄物広域処分組合に情報公開条例制定を求める意見書の提
出に関することについて／教育基本法の改悪反対の意見書提出に関す
ることについて／「日の丸・君が代」の押しつけ反対に関することに
ついて／「教育基本法の理念を生かすことを求める」国への意見書採
択を求めることについて／国民が安心して暮らせる年金制度確立のた
め、年金改革法の実施中止を求める意見書の採択について

三鷹市内在住の私立小・中学校就学者に対する教育費助成及び市内私
立学校に対する運営費助成について

政新クラブ

議　員　名

議  案  等  の  名  称

民主市民連合 公明党 日本共産党 グ市民

第
３
回
定
例
会
に
意
見
書
12
件
、
決

議
１
件
が
提
案
さ
れ
、
意
見
書
９
件

（
１
件
は
１
面
に
掲
載
）
が
可
決
さ
れ

た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ω
郵
政
事
業
の
民
営
化
に
関
す
る
意
見

書郵
政
事
業
の
民
営
化
に
つ
い
て
は
現

在
に
至
っ
て
も
多
く
の
議
論
が
あ
り
、

慎
重
に
対
処
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

本
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、
郵
政
事

業
の
果
た
す
公
共
的
・
社
会
的
役
割
の

重
要
性
を
考
慮
し
、
民
意
を
十
分
反
映

し
、対
応
す
る
こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。

Ω
無
年
金
障
が
い
者
の
救
済
を
求
め
る

意
見
書

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政
府
に
対

し
、
次
の
事
項
を
含
む
政
策
実
施
を
行

う
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

Ø
国
は
、
早
急
に
学
生
無
年
金
障
が
い

者
の
み
な
ら
ず
、
主
婦
、
在
日
外
国

人
、
在
外
邦
人
等
の
無
年
金
障
が
い
者

に
対
し
、
現
行
障
害
基
礎
年
金
と
同
水

準
の
救
済
策
を
策
定
し
、
そ
の
実
施
を

行
う
こ
と
。

Ω
美
浜
原
子
力
発
電
所
事
故
の
原
因
究

明
と
原
子
力
政
策
の
根
本
的
な
見
直

し
を
求
め
る
意
見
書

本
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、
次
の

対
策
を
求
め
る
。

Ø
す
べ
て
の
原
子
力
発
電
所
に
早
急
な

安
全
点
検
の
徹
底
を
図
る
こ
と
、
∞

安
全
対
策
体
制
の
見
直
し
と
改
善
を
図

る
こ
と
、
±
原
子
力
・
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
政
策
を
根
本
的
に
見
直
し
、
代
替
エ

ネ
ル
ギ
U
政
策
を
進
め
る
こ
と
。

Ω
米
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ
U
墜
落
事
故
に
関

す
る
意
見
書

本
市
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、
次
の

こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

Ø
米
軍
は
普
天
間
飛
行
場
周
辺
で
の
飛

行
を
直
ち
に
中
止
す
る
こ
と
、
∞
米
軍

並
び
に
沖
縄
県
警
は
早
期
に
原
因
を
究

明
し
公
表
す
る
こ
と
、
±
日
米
両
政
府

は
普
天
間
飛
行
場
の
早
期
全
面
返
還
を

実
現
す
る
こ
と
、
≤
日
米
両
政
府
は
日

米
地
位
協
定
を
抜
本
的
に
改
定
す
る
こ

と
、
≥
日
米
両
政
府
は
被
災
者
へ
の
完

全
補
償
を
す
る
こ
と
、
¥
普
天
間
基
地

の
名
護
市
辺
野
古
沖
へ
の
移
設
計
画
を

見
直
す
こ
と
、
µ
在
沖
縄
海
兵
隊
基
地

を
日
本
国
内
及
び
国
外
へ
移
転
す
る
こ

と
。

Ω
人
身
売
買
禁
止
の
た
め
の
法
制
化
を

求
め
る
意
見
書

一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書

意
見
書
（要旨）
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所
づ
く
り
を

市
民
の
党

杉
本
　
議
員

子
ど
も
の
安
全
な
居
場
所
づ
く
り
を

市
民
の
党

杉
本
　
議
員

子
ど
も
の
安
全
な
居
場
所
づ
く
り
を

市
民
の
党

杉
本
　
議
員

子
ど
も
の
安
全
な
居
場
所
づ
く
り
を

市
民
の
党

杉
本
　
議
員

子
ど
も
の
安
全
な
居
場
所
づ
く
り
を

市
民
の
党

杉
本
　
議
員

子
ど
も
の
安
全
な
居
場
所
づ
く
り
を

市
民
の
党

杉
本
　
議
員

子
ど
も
の
安
全
な
居
場
所
づ
く
り
を

市
民
の
党

杉
本
　
議
員

安
心
し
て
歩
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

市
民
の
党

斎
藤
　
議
員

安
心
し
て
歩
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

市
民
の
党

斎
藤
　
議
員

安
心
し
て
歩
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

市
民
の
党

斎
藤
　
議
員

安
心
し
て
歩
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

市
民
の
党

斎
藤
　
議
員

安
心
し
て
歩
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

市
民
の
党

斎
藤
　
議
員

安
心
し
て
歩
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

市
民
の
党

斎
藤
　
議
員

安
心
し
て
歩
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

市
民
の
党

斎
藤
　
議
員

安
心
し
て
歩
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

市
民
の
党

斎
藤
　
議
員

安
心
し
て
歩
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

市
民
の
党

斎
藤
　
議
員

安
心
し
て
歩
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

市
民
の
党

斎
藤
　
議
員

安
心
し
て
歩
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

市
民
の
党

斎
藤
　
議
員

安
心
し
て
歩
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

市
民
の
党

斎
藤
　
議
員

安
心
し
て
歩
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

市
民
の
党

斎
藤
　
議
員

安
心
し
て
歩
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

市
民
の
党

斎
藤
　
議
員

安
心
し
て
歩
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

市
民
の
党

斎
藤
　
議
員

安
心
し
て
歩
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

市
民
の
党

斎
藤
　
議
員

安
心
し
て
歩
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

市
民
の
党

斎
藤
　
議
員

市
政
の
重
要
テ
ー
マ
に
掲
げ
よ

政
新
ク
ラ
ブ

田
中
　
議
員

市
政
の
重
要
テ
ー
マ
に
掲
げ
よ

政
新
ク
ラ
ブ

田
中
　
議
員

市
政
の
重
要
テ
ー
マ
に
掲
げ
よ

政
新
ク
ラ
ブ

田
中
　
議
員

市
政
の
重
要
テ
ー
マ
に
掲
げ
よ

政
新
ク
ラ
ブ

田
中
　
議
員

市
政
の
重
要
テ
ー
マ
に
掲
げ
よ

政
新
ク
ラ
ブ

田
中
　
議
員

市
政
の
重
要
テ
ー
マ
に
掲
げ
よ

政
新
ク
ラ
ブ

田
中
　
議
員

市
政
の
重
要
テ
ー
マ
に
掲
げ
よ

政
新
ク
ラ
ブ

田
中
　
議
員

市
政
の
重
要
テ
ー
マ
に
掲
げ
よ

政
新
ク
ラ
ブ

田
中
　
議
員

市
政
の
重
要
テ
ー
マ
に
掲
げ
よ

政
新
ク
ラ
ブ

田
中
　
議
員

市
政
の
重
要
テ
ー
マ
に
掲
げ
よ

政
新
ク
ラ
ブ

田
中
　
議
員

市
政
の
重
要
テ
ー
マ
に
掲
げ
よ

政
新
ク
ラ
ブ

田
中
　
議
員

市
政
の
重
要
テ
ー
マ
に
掲
げ
よ

政
新
ク
ラ
ブ

田
中
　
議
員

市
政
の
重
要
テ
ー
マ
に
掲
げ
よ

政
新
ク
ラ
ブ

田
中
　
議
員

市
政
の
重
要
テ
ー
マ
に
掲
げ
よ

政
新
ク
ラ
ブ

田
中
　
議
員

市
政
の
重
要
テ
ー
マ
に
掲
げ
よ

政
新
ク
ラ
ブ

田
中
　
議
員

市
政
の
重
要
テ
ー
マ
に
掲
げ
よ

政
新
ク
ラ
ブ

田
中
　
議
員

市
政
の
重
要
テ
ー
マ
に
掲
げ
よ

政
新
ク
ラ
ブ

田
中
　
議
員

電
　
線

地
中
化

電
　
線

地
中
化

電
　
線

地
中
化

電
　
線

地
中
化

電
　
線

地
中
化

電
　
線

地
中
化

電
　
線

地
中
化

電
　
線

地
中
化

電
　
線

地
中
化

電
　
線

地
中
化

電
　
線

地
中
化

電
　
線

地
中
化

電
　
線

地
中
化

電
　
線

地
中
化

電
　
線

地
中
化

電
　
線

地
中
化

電
　
線

地
中
化

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政
府
に
対

し
、
次
の
こ
と
を
早
急
に
求
め
る
。

Ø
人
身
売
買
が
犯
罪
で
あ
る
こ
と
を
法

に
明
記
す
る
こ
と
、
∞
被
害
者
の
人
権

救
済
等
に
つ
い
て
国
は
必
要
な
法
律
整

備
を
す
る
こ
と
、
±
国
は
人
身
売
買
の

被
害
の
予
防
を
図
る
こ
と
、
≤
政
府
は

諸
外
国
と
連
携
を
強
化
し
、
人
身
売
買

防
止
を
推
進
す
る
こ
と
。

Ω
消
費
者
保
護
法
制
等
の
整
備
及
び
消

費
者
行
政
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

本
市
議
会
は
、
国
会
、
政
府
及
び
東

京
都
に
対
し
、
次
の
消
費
者
保
護
法
制

等
の
整
備
を
強
く
要
望
す
る
。

Ø
消
費
者
団
体
訴
訟
制
度
の
早
期
導
入

を
図
る
こ
と
、
∞
国
民
生
活
セ
ン
タ
U

等
の
機
能
強
化
等
を
推
進
し
、
関
連
す

る
制
度
・
施
策
の
確
立
を
急
ぐ
こ
と
、

±
架
空
請
求
・
不
当
ト
ラ
ブ
ル
が
社
会

問
題
化
し
て
い
る
現
状
か
ら
、
携
帯
電

話
・
預
金
口
座
の
不
正
利
用
防
止
策
を

初
め
、
そ
の
対
応
に
関
係
省
庁
が
一
体

と
な
っ
て
早
急
に
取
り
組
む
こ
と
。

Ω
東
京
都
と
し
て
「
少
人
数
学
級
」
の

実
施
を
求
め
る
意
見
書

本
市
議
会
は
、
東
京
都
知
事
及
び
東

京
都
教
育
委
員
会
に
対
し
、
次
の
点
を

強
く
要
望
す
る
。

Ø
東
京
都
と
し
て
「
少
人
数
学
級
」
の

実
施
に
計
画
的
に
踏
み
出
す
こ
と
、
∞

「
少
人
数
学
級
」
実
施
に
か
か
わ
る
加

配
教
員
の
振
り
か
え
の
希
望
は
、
区
市

町
村
の
要
望
に
こ
た
え
る
こ
と
、
±
少

人
数
学
級
を
財
政
的
に
保
障
す
る
制
度

を
確
立
す
る
よ
う
、
政
府
に
対
し
て
要

望
す
る
こ
と
。

Ω
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
に
関
す
る
意

見
書

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政
府
に
対

し
、
次
の
事
項
を
実
行
す
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

Ø
企
業
・
公
共
部
門
で
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
対
策
を
強
化
す
る
こ
と
、
∞
環

境
税
の
創
設
及
び
排
出
権
取
引
等
の
対

策
を
実
施
す
る
こ
と
、
±
低
公
害
車
補

助
の
拡
充
等
を
行
う
こ
と
、
≤
新
エ
ネ

ル
ギ
U

導
入
に
対
す
る
補
助
を
充
実

し
、
事
業
者
に
対
す
る
税
制
上
の
優
遇

処
置
を
講
じ
る
こ
と
、
≥
森
林
経
営
・

管
理
に
対
す
る
財
政
的
支
援
措
置
を
強

化
す
る
こ
と
、
¥
都
市
に
お
け
る
緑
資

源
の
保
全
対
策
等
を
補
助
金
等
の
財
政

援
助
に
よ
り
普
及
、促
進
さ
せ
る
こ
と
。

本
号
へ
の
ご
意
見
等
は
、
議
会

事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

三
鷹
市
議
会
事
務
局

電
　
話
　
44
―
０
２
４
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
45
―
１
０
３
１

※１　議案については、紙面の都合により、意見の分かれたもののみ掲載しています。詳しくは三鷹市議会ホームページ（http://www.gikai.city.mitaka.tokyo.jp/）をご覧ください。
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